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水道ガス課からの

お知らせ

＊ガス機器（家庭用・業務用厨房）を使用するとき
は必ず換気に十分注意してください。
＊ガス小型湯沸器は、風呂・洗濯機・シャワーに使
わないでください。
＊ガスを安心してご使用していただくために、安全
装置付ガス機器へのお取替えをお勧めします。
＊料理中はガステーブルから離れないようにしましょ
う。
＊地震が発生したときは、落ち着いて揺れがおさまっ
てから使用中のガス機器を止め、ガスの元栓を全
て閉めましょう。

「ガス機器を使用するときは」

ご連絡・お問い合わせ先 水道ガス課　☎２－２８６２

『ガスと暮らしの安心運動』期間です
＝９月１日～11月30日＝

　日頃より、町営ガスをご利用いただき、ありがと
うございます。
　町営ガスが現在お届けしているガスは  13Ａ  と
いう種類のガスです。
　有害な物質である“一酸化炭素”が含まれており
ませんが、取扱いを誤ると爆発等の危険性がありま
すのでご注意ください。
　また、お届けしているガスは空気より重いため、
万が一漏洩した場合は床面付近に滞留するおそれが
ありますので、ご注意ください。

「ガス漏れに気付いたら」
　「ガス臭い」と感じたときや、「ガス漏れ警報器が
鳴っている」ときは、窓や戸を大きく開け換気しま
しょう。換気扇や電気のスイッチは着火源となるお
それがあるので、絶対に触れないでください。すぐ
に水道ガス課へ連絡してください。

　土砂災害警戒情報は大雨に
よる土砂災害の危険性が高
まったときに、市町村長が住
民への避難勧告を適切に行え
るように支援するとともに、
住民自らの避難の判断にも参
考となるよう、都道府県砂防部局と気象庁が共同で
発表する情報です。土砂災害警戒情報に基づき避難
をしましょう。

▲
避難の道順を決めておく
　避難する道に危険な場所が
ないか、日頃から調べておき
ましょう。▲

危険箇所を調べておこう
　危険箇所図は最寄りの土木
事務所、市町村役場等で見ることができます。日頃
からどこが危険か、避難場所はどこか、確認してお
きましょう。

　土砂災害防止法に基づく土砂災害警戒区域等に指
定されると、ハザードマップの作成等、警戒避難体
制の整備が進められます。このとき住民自らが主体
となって、地域で発生した過去の土砂災害の伝承や
危険箇所、避難所の位置などを書き入れた手作りの
ハザードマップを作成すると、土砂災害についての
認識を深めるのに役立ちます。▲

お年寄りは早めに避難させよう
　犠牲者の半数以上を占めるのは、お年寄りなど災
害時要援護者です。移動時間を考えて早めの避難を。▲

防災無線や広報車による呼びか
けに注意する
　強い雨や長雨の時などは、市町
村による広報車の呼びかけ等に注
意しましょう。

お問い合わせ先・連絡先 総務課防災交通係　☎２－２４５３

土砂災害に対する認識を深めよう

土砂災害警戒情報に注意しよう

危険を感じたら早めの避難

土砂災害から身を守るために土砂災害から身を守るために水道ガス課からの

お知らせ


